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Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
理
事
は
２
０
１
８
年

度
か
ら
、副
理
事
長
は
翌
年
度
か
ら

務
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
前
は
国

際
委
員
会
の
副
委
員
長
や
業
種
別

部
会
・
地
区
協
議
会
の
幹
事
な
ど

様
々
な
立
場
で
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
が
、理
事
と
な
る
と
、や
は
り
扱

う
事
項
が
会
務
全
般
に
わ
た
り
、視

点
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
一
般
社
団
法
人
で
す

が
、そ
の
理
事
と
い
う
の
は
、会
社

に
お
け
る
取
締
役
に
相
当
し（
英
語

で
は
同
じD

irector

）、理
事
会
で

意
思
決
定
を
下
し
た
り
、他
の
理
事

の
職
務
執
行
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
た

り
す
る
こ
と
が
重
要
な
役
割
と
な

り
ま
す
。
副
理
事
長
も
理
事
職
に

変
わ
り
は
な
く
、理
事
長
の
補
佐
と

い
う
役
割
も
持
ち
ま
す
。
理
事
会

で
は
毎
回
多
く
の
審
議
・
報
告
事
項

が
委
員
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、事
務

局
か
ら
上
程
さ
れ
ま
す
の
で
、理
事

会
に
諮
る
前
に
少
人
数
の
正
副
理

事
長
会
で
協
議
し
ま
す
。

　

私
は
企
業
の
知
財
部
長
で
も
あ

り
ま
す
が
、理
事
の
立
場
で
は
当
然

な
が
ら
個
社
を
超
え
て
、会
全
体
の

意
見
を
聞
い
て
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
私
は
東
海
地
区
協
議

会
と
知
財
問
題
研
究
会
を
担
当
し

て
お
り
、そ
こ
で
は
大
企
業
か
ら
中

小
ま
で
様
々
な
方
々
と
直
接
対
話

を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
が
、最
近

は
会
員
数
も
増
え
て
、知
財
の
あ
り

方
・
考
え
方
が
多
様
化
し
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

昔
な
ら
、知
財
の
仕
事
と
い
え
ば

出
願
や
調
査
、訴
訟
と
い
っ
た
専
門

業
務
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
で
す

が
、最
近
は
事
業
が
モ
ノ
か
ら
コ
ト

へ
変
化
し
、異
業
種
の
参
入
、A
I
・

I
o
T
の
発
展
、新
興
国
の
台
頭
な

ど
と
環
境
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変

化
す
る
中
、経
営
に
お
け
る
知
財

の
位
置
付
け
が
変
わ
り
、ビ
ジ
ネ
ス

そ
の
も
の
に
関
わ
る
こ
と
も
以
前

よ
り
増
え
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

知
財
担
当
者
が
少
な
い
企
業
や
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
増
え
て
お
り
、そ

こ
で
は
少
な
い
リ
ソ
ー
セ
ス
を
如

何
に
活
用
し
て
効
果
を
上
げ
る
か
、

虎
の
子
の
技
術
を
ど
う
守
る
か
と

い
う
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
様
々
な
立
場
や
課

題
を
広
く
踏
ま
え
て
、提
言
や
方
針

を
決
め
る
場
合
、多
く
の
意
見
を
聞

い
て
纏
め
る
の
も
難
し
く
な
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
も
っ
と

も
、こ
れ
は
委
員
長
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
方
が
大
変

と
思
い
ま
す
が
、広
く
意
見
を
集
約

し
て
、専
門
的
に
し
っ
か
り
纏
め
て

く
だ
さ
る
の
で
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
。

　

私
は
㈱
豊
田
自
動
織
機
の
知
財

部
長
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し

て
い
ま
す
。
当
社
は
十
大
発
明
家

で
あ
る
豊
田
佐
吉
を
社
祖
と
し
、ト

ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
ル
ー
ツ
と
し
て
、

繊
維
機
械
に
始
ま
り
、産
業
車
両
、

物
流
、自
動
車
関
連
な
ど
多
様
な
分

野
に
事
業
を
拡
げ
て
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
90
年
代
か
ら
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
積
極
的
に
進
め
、大
半
を

海
外
で
売
上
げ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
社
是
で
あ
る
豊
田
綱
領

の
中
に「
研
究
と
創
造
に
心
を
致
し
、

常
に
時
流
に
先
ん
ず
べ
し
」と
い
う

の
が
あ
り
、創
業
時
よ
り
発
明
を
推

奨
し
て
事
業
戦
略
に
活
用
し
て
き

ま
し
た
。
知
財
部
は
社
内
全
体
に

対
し
て
知
財
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的

に
提
供
し
て
い
ま
す
が
、今
は
事
業

が
多
種
多
様
に
な
り
、そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
体
が
別
会
社
と
言
え
る
く
ら

い
内
容
も
考
え
も
異
な
る
た
め
、個

別
に
知
財
戦
略
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
あ
る
事
業
は
市
場
競

争
が
激
し
く
、技
術
の
囲
い
込
み
や

活
用
を
通
じ
て
優
位
性
を
確
保
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、別
の

事
業
は
自
働
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど

拡
大
す
る
技
術
領
域
に
対
し
て
社

外
と
の
連
携
や
オ
ー
プ
ン
化
を
展

開
す
る
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、各
事

業
や
経
営
層
と
の
連
携
を
密
に
し

て
、相
手
の
立
場
で
状
況
を
詳
し
く

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、そ

う
い
っ
た
姿
勢
は
理
事
と
共
通
す

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、知
財
人
財
の
ベ
ー
ス
ス

キ
ル
は
共
通
し
て
い
ま
す
の
で
、一

貫
し
た
育
成
計
画
を
立
て
て
、社
内

外
の
研
修
や
海
外
駐
在
、担
当
者
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
研
修
や

委
員
会
も
貴
重
な
経
験
の
場
と
し

て
全
員
の
育
成
に
多
く
活
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、今
後
は
知
財
部
の

あ
り
方
も
変
化
し
、情
報
発
信
や
提

言
な
ど
が
増
え
て
い
く
と
考
え
ま

す
の
で
、加
え
て
分
析
力
や
ビ
ジ
ネ

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
の
強
化
な
ど
も
進

め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
豊
田
自
動
織
機
2
0
3
0

年
ビ
ジ
ョ
ン
が
策
定
さ
れ
、そ
の
中

で
社
会
貢
献
と
と
も
に
S
D
G
s

達
成
へ
の
貢
献
が
謳
わ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、今
年
か
ら
W
I
P
O 

G
R
E
E
N
に
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

参
画
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す

で
に
2
0
8
件
の
特
許
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、今

後
も
自
社
開
発
し
た
技
術
を
ス
ピ

ン
オ
フ
さ
せ
、知
財
側
面
か
ら
社
会

課
題
の
解
決
に
も
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｊ
Ｉ
Ｐ
Ａ
理
事
は
協
会
の
責
任
者
と
し
て
、

国
内
外
の
動
向
や
課
題
を
大
局
的
に
注
視
し
、

多
種
多
様
な
会
員
の
声
を
広
く
聞
い
て
、政
策
に
反
映
し
て
い
く
。

知
財
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
は
事
業
や
経
営
と
の
連
携
を
深
め
、

相
手
の
立
場
で
物
事
を
捉
え
て
戦
略
を
策
定
す
る
。

基
盤
で
あ
る「
知
財
人
財
」は
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
て
育
成
す
る
。

「JIPA理事としての視点」と
「知財部門のリーダーとしての視点」
2つの視点で深掘りする知財業界の今
伊東  正樹
Masaki ITO

日本知的財産協会 副理事長
株式会社豊田自動織機 知的財産部 部長
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武田 泰治 Yasuharu TAKEDA
日本知的財産協会 常務理事
AGC株式会社 知的財産部 部長

［ AGC株式会社 ］

　1907年、AGC（当時旭硝子）の創業者は「易きになじまず難きにつく」という想いを胸に、日本の人々のよ
りよい暮らしと産業発展の実現に向けて、板ガラスの国内製造に挑戦しました。その精神を受け継ぎ、「社
会の役に立つものをつくること」を活動の原点としています。
　2018年、「ガラスに限らず、多様な素材技術を駆使してグローバル社会に対して価値を創造していく」
という想いを込め、旭硝子からAGCへと社名変更しました。これを機に、ブランドステートメント “Your 
Dreams, Our Challenge” を策定。このフレーズに込められた想いは、創業者の想いにぴたりと重なり
ます。これをAGCと世界をつなぐコミュニケーションの軸として、次の100年に向けて新しい価値やイノ
ベーションを創出していきます。

お客様との協創
　私たちが掲げる“Your Dreams, Our 
Challenge”、このYour Dreamsは、「世
界中の人々、社会、そしてお客様の夢」
という意味が込められています。近
年、当社のビジネスは、従来のBtoBか
らBtoBtoCへと大きく転換しています。
例えば、自動車用窓ガラスを開発する場
合も、当社はお客様である自動車メー
カーがどんな製品を求めているかだけ
でなく、クルマのユーザーである一般の
お客様が何を求めているかまで理解し
なければ、真に価値のある製品は提供で
きません。そんなBtoBtoCの視点から
提案・開発して実用化した製品が紫外線
カットガラス（UVベールPremium™）や
紫外線&赤外線カットガラス（UVベール
Premium Cool on™）などのヒット商
品です。こうしたエンドユーザー志向の
素材開発を加速させていくには、日々エ

ンドユーザーと向き合っているお客様
との協創が不可欠です。
　このような中、技術イノベーションを
加速させていくために、研究開発体制の
強化に取り組んでおります。具体的には、
AGC横浜テクニカルセンター（旧京浜工
場）内に建設する新しい研究開発施設に
開発の機能を集約し、開発の初期段階か
ら各部門がシームレスに連携・連動して
開発を進めることにより、開発スピード
を一層向上させることを目指します。そ
れと同時に、お客様や大学、公的研究機
関、技術提携先など、社外とのオープン
イノベーションのための協創空間を構
築することを計画中です。

AGCの知財活動
　オープンイノベーションにより、外部
の技術、知恵、アイデア等を積極的に取り
入れることによって、開発を加速する

ことが可能となります。オープ
ンにする一方では、クローズに
して守ることも大切です。知的
財産（知財）は、”オープン”とい
う場面でも、”クローズ”という
場面でも、重要な要素になりま
す。
　知的財産部（知財部）のミッ
ションは継続的な利益創出に
知財の力で貢献することです。

知財権は排他権ですが、ライセンスし
合うことで技術の相互利用ができ開発を
加速できます。知財はその活用次第で
事業戦略の成否を左右する重要な資源
です。
　知財部員は、担当する事業部門にお
ける発明発掘から出願・権利化の活動、
取得した特許権の活用、他社特許の調
査、問題となる他社特許の検討、契約の
チェックなど、一連の知財活動に関わっ
ていますが、今後は、戦略の策定と実行
がより求められていくと考えています。
　事業を取り巻く環境は非常に速いス
ピードで変化しています。求められる
知財活動も刻々と変わってきており、そ
うした変化に対応できる人財が必要に
なってきています。知財部では昨年から
組織風土の改革に着手しています。これ
は、2030年に向かって、会社の継続的な
利益創出のための知財活動はどうしてい
くべきか、また、やりがいのある仕事にで
きるのか、といったことを知財部員一人
ひとりが考えるようになることを目指し
ています。2030年に向けたロードマッ
プとしてまとめ、定期的に見直すことで、
誰かに言われてではなく、自らが、アンテ
ナを高くし、先読みし、“Your Dreams, 
Our Challenge”を実現できるようにし
ていきたいと考えています。

“Your Dreams, Our Challenge”
人々の想いの先、
夢の実現に挑んでいきます。

UVベールイメージ
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　JIPA正会員の1/4が所属する最も大
きい業種別部会が関東電気機器部会（東
電）です。所属する会員はさまざまで、グ
ローバル企業から知財部員数名の企業、
最近はIT系、サービス系、金融系、〇〇総
研といった会員も増えつつあります。
　行事は6月、9月、10月、12月、3月の年
5回です。一番のおすすめは毎年9月に
開催する東西合同の宿泊部会でしょう
か。参加者は70～100名、会員代表だけ
でなく、幅広い年齢層、知財歴の方に参
加頂き、参加者間の交流をはかれるよう
工夫しています。2019年度はマツダ様
にご協力頂き、広島で開催いたしました。
知財活動のご講演、工場とミュージアム
の見学、そして、厳島神社を臨むホテルで
の懇親会などを通して、知財教育、IPラン
ドスケープの手法、知財活動における悩
みなど多くの情報交換がなされたことと
思います。
　本年度はCOVID-19の影響で、残念な
がら第1回部会は中止しましたが、10月

の異業種見学会、会員数が多いことを活
かして、3つの講演会を同時並行して開
催する12月の部会などの準備を進めて
います。12月の部会は東電だけのスタイ
ルですが、様々な業種、また、普段の部会
では出席の機会が得られない知財部員
の方々の出席を促す工夫です。
　特許をはじめとする知財環境は、法律、
戦略、分析ツールなど、過去には考えら
れないスピードで目まぐるしく変化し
ています。ビジネスにおいては、知財ス
キームいかんで成功や失敗に繋がる非
常に重要なファクターと
なっています。部会を企
画・運営するのは各社が
出して下さる幹事ですが、
東電所属企業のニーズを
充たすため、見学先、講演
テーマなど選定を進めて
います。初めて参加しま
した！という企業が増え
ることを目指しています。

　最後に、部会運営には幹事の存在が欠
かせません。知財の世界では「知財教育」
が議論されていますが、私は“業種別部
会の幹事を経験する”ことが、日常業務
では味わえない貴重な経験となり、最高
の知財教育になると強く実感していま
す。今後、積極的に手に挙げる企業が増
えれば、知財業界全体がますます発展す
るでしょう。そして、これからも東電の
活動に積極的にご意見・ご要望をくださ
い。所属企業全体で東電を盛り上げてい
きましょう。

ZOOM UP
関東電気機器部会
中村  麻紀 日本知的財産協会 関東電気機器部会 業種担当役員
Maki NAKAMURA アルプスアルパイン株式会社 知的財産部 知財戦略・渉外課、1課、2課 課長

所属企業が全員参加する価値ある部会活動を目指して！

オンライン研修の紹介
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　テレワーク／リモートワークや社会的距離（ソーシャルディスタン
ス）を考慮した研修として、オンライン研修（PCライブ研修）を立
ち上げました。講師が配信会場からライブ配信する講義を、受講者
は、（職場／自宅から）PC・タブレット端末・スマートフォンで受講で
きます。特別なソフトは不要で、お使いのブラウザで簡単に受講で
きます。今年度は臨時研修会を中心（3～４コース／月）に、PCライ
ブ研修を開催致しますので、多数の方の受講をお待ちしております。

表紙の写真は…
「  マッター ホルン 山 麓  」

株式会社フジクラ
知的財産センター　知的財産渉外部　伊藤  圭

　2019年8月にスイスで撮影した写真です。スイスは国土を
山に囲まれ、天然資源に恵まれているとは言い難い小さな国で
す。一方で、勤勉な国民性と高い技術力を背景に、幅広い産業で
高い国際競争力があり、一人あたりのGDPは世界トップクラス
の水準を誇っています。また、美しい国土を利用して、観光業も
盛んです。さらに諸外国からの信頼も厚く、WIPOも含め様々な
国際機関が拠点を置いています。人口減少時代を迎え、労働
生産性の維持・向上などが大きな課題となっている日本も、国の
将来像について参考にすべき点は多いのではないでしょうか。

本誌では、季節感があり、技術、特許、知財に関連がある表紙写真を募集してい
ます。写真と説明文を会誌広報グループkikansi@jipa.or.jp宛てにお送りくだ
さい。また、取り上げて欲しいテーマがあれば、お気軽にご連絡ください。

2019年度第1回部会・講演会


